
酪
農
家
苦
境
、登
録
に
も
影
響

４
年
度
都
府
県
は
血
統
９
％
、審
査

％
減
日本ホル協会
第  回 総 会

自
動
登
録
普
及
と
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
充
実
で

優
良
な
牛
群
づ
く
り
を
ア
シ
ス
ト

（
一
社
）日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
　
会
長
　
前
田
　
勉

高
得
点
牛
紹
介

　「
Ｄ
　

パ
イ
ン
」
点
２Ｅ
　

群
馬
県
　（
株
）阿
部
牧
場

４
年
度
会
員
申
込
は

初
め
て
１
万
名
切
る

耐
病
性
指
数
、長
命

連
産
効
果
見
直
し
も

登
録
事
業
は
赤
字
決
算

５
年
度
も
厳
し
さ
増
す


月
フ
ラ
ン
ス
で

世
界
会
議
開
催
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一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
（
前
田
勉
会
長
）
は
６
月

日
、
東
京
都
内
で
第

回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
会
費
徴
収
方

法
等
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
昨
年
来
の
飼
料
や
燃
油
等
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
酪
農
経
営

は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
は
登
録
頭
数
の
減
少
に
も
及
び
、
特
に
都
府
県
で
は
、
血
統
登
録

で
前
年
度
実
績
に
対
し
て
９
％
減
、
体
型
審
査
頭
数
で

％
減
と
な
り
、
厳
し
い
決
算
に
な
っ
た
。

　
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登

録
協
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
登
録
推
進
に
対
し

て
多
大
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
６
月


日
、
久
し
ぶ
り
に
全
国

か
ら
の
社
員
並
び
に
多
く

の
ご
来
賓
を
迎
え
て
、
第


回
通
常
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
約
３
年
間
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
は
、
第

回

全
共
九
州
・
沖
縄
大
会
の

開
催
中
止
を
は
じ
め
、
日

本
ホ
ル
協
の
主
幹
事
業
で

あ
る
血
統
登
録
や
体
型
審

査
頭
数
の
減
少
、
総
会
や

役
員
会
、
社
員
会
議
、
登

録
委
員
研
修
会
等
の
行
事

も
書
面
あ
る
い
は
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
等
に
切
り
替
え

る
等
、
本
来
の
事
業
を
思

う
よ
う
に
推
進
で
き
な
か

っ
た
点
に
つ
い
て
会
員
並

び
に
関
係
の
皆
様
に
は
大

変
申
し
訳
な
く
思
う
次
第

で
す
。

　
さ
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期

化
の
影
響
と
、
歴
史
的
な

円
安
ド
ル
高
に
よ
る
価
格

の
高
騰
が
続
き
、
酪
農
関

係
で
は
配
合
飼
料
や
燃
油

ほ
か
酪
農
生
産
資
材
の
価

格
高
騰
と
生
産
コ
ス
ト
の

上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
飲
用
乳
の
需
要

が
低
調
に
推
移
し
、
需
給

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
改
善

す
べ
く
、
酪
農
家
は
搾
乳

牛
頭
数
の
削
減
等
に
よ
る

生
乳
生
産
の
抑
制
に
努
力

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

厳
し
い
状
況
に
耐
え
切
れ

ず
、
酪
農
家
の
離
農
が
急

増
し
、
全
国
で
対
前
年
比

７
％
、
都
府
県
で
は
９
％

近
い
酪
農
家
戸
数
の
減
少

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
酪
農
家
戸
数
の
減
少

は
、
登
録
事
業
に
も
大
き

く
影
響
し
、
令
和
４
年
度

の
会
費
申
込
、
血
統
登
録

や
審
査
成
績
証
明
頭
数
は

前
年
度
実
績
を
大
幅
に
下

回
り
、
経
費
節
減
に
努
め

た
も
の
の
、
大
変
厳
し
い

決
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
酪
新
報
６
月


日
号
に
は
、
Ｊ
ミ
ル
ク

の

年
度
需
給
見
通
し
の

う
ち
、
乳
用
雌
牛
頭
数
に

関
す
る
予
測
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
将
来
の
生

乳
生
産
を
担
う
２
歳
未
満

の
雌
牛
頭
数
が
全
国
で
１

万
８
千
頭
減
と
な
る
と
の

見
込
み
で
あ
り
、
令
和
５

年
度
以
降
も
登
録
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で

す
。

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
引
き

続
き
、
安
価
で
申
込
書
不

要
の
「
自
動
登
録
」
を
推

進
し
、
改
良
母
集
団
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

牛
群
審
査
や
牛
群
検
定
成

績
の
活
用
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
を
普
及
し
て
、
よ

り
精
度
の
高
い
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
評
価
値
等
の
情
報
還
元

の
充
実
を
図
り
、
健
康
で

長
命
連
産
し
、
よ
り
高
い

生
涯
生
産
能
力
を
発
揮
で

き
る
、
そ
し
て
酪
農
経
営

の
維
持
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
優
良
な
牛
群
づ

く
り
を
ア
シ
ス
ト
し
て
い

き
ま
す
。

　
最
後
に
、
２
年
後
の
令

和
７
年

月
に
は
、

年

ぶ
り
と
な
る
第

回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

を
北
海
道
安
平
町
で
開
催

い
た
し
ま
す
。
多
く
の
酪

農
家
・
関
係
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
そ
の
成
功
に
向
け
て

万
端
の
準
備
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

前田会長

第回通常総会　中野サンプラザにて

Ａ．Ｆ．Ｈ　ダイアモンドバツク　Ｄ　パイン（４歳８月）
群馬県ブラックアンドホワイトショウにて撮影（Ｒ４．４．）

　
令
和
５
年
５
月
の
群
馬
県

前
期
体
型
審
査
に
お
い
て
、

吾
妻
郡
高
山
村
の
（
株
）
阿

部
牧
場
所
有
「
Ａ

Ｆ

Ｋ

　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ツ
ク
　

Ｄ
　
パ
イ
ン
（
平
成

年
８

月

日
生
、
５
歳
９
月
、
父


ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ツ
ク
）」

が
、

点
２
Ｅ
に
評
価
さ
れ

た
。

　
本
牛
は
こ
れ
ま
で
に
、
２

歳

月
初
産
で

点
、
３
歳

９
月
２
産
で

点
、
４
歳
９

月
３
産
で

点
と
各
産
次
で

高
得
点
を
記
録
し
て
お
り
、

今
回
５
歳
で
４
産
目
を
分
娩

し
、

点
を
獲
得
。
本
牛
の

母
「
デ
ン
プ
シ
ー
　
パ
イ
ン

（
４
歳
５
月
）
」
Ｅ
Ｘ

に

続
き
２
代
エ
ク
セ
レ
ン
ト
の

快
挙
と
な
っ
た
。

　
体
型
審
査
で
の
各
部
の
配

点
は
、
体
貌
と
骨
格

点
、

肢
蹄

点
、
乳
用
強
健
性


点
、
乳
器

点
（
６
月

日

確
認
審
査
に
お
い
て
認
定
）。

審
査
得
点
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
極
め
て
正
確
な
骨
格
構

造
を
備
え
、
姿
勢
は
優
美
で

背
線
は
強
く
長
く
、
胸
幅
は

広
く
充
実
し
、
頸
か
ら
肩
・

背
・
腰
へ
の
移
行
良
く
、
尻

の
構
造
は
極
め
て
正
確
で
あ

る
。
ま
た
、
肢
蹄
構
造
も
優

れ
て
お
り
、
肢
姿
は
正
し
く

飛
節
は
鮮
明
で
よ
く
し
ま

り
、
後
肢
側
望
並
び
に
後
肢

後
望
と
も
に
正
確
で
優
れ
て

い
る
。
な
お
、
乳
器
に
お
い

て
前
乳
房
は
腹
壁
に
強
く
付

着
し
、
後
乳
房
の
付
着
は
高

く
、
極
め
て
幅
広
く
上
方
か

ら
下
方
に
か
け
一
定
の
幅
を

も
ち
、
乳
頭
の
配
置
は
正
確

で
、
乳
房
底
面
は
飛
節
よ
り

上
に
位
置
し
た
機
能
的
な
構

造
を
備
え
て
い
る
。
特
に
乳

房
全
体
が
良
く
発
達
し
、
そ

の
質
の
良
さ
か
ら
生
産
能
力

の
高
さ
が
乳
房
全
体
に
現
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
牛
群

検
定
の
泌
乳
成
績
で
は
、
初

産
か
ら
３
産
ま
で
の
平
均
乳

量
は
１
万
２
１
７
４
㌔
と
高

泌
乳
を
示
し
、
４
産
目
も
分

娩
後

日
の
時
点
で
約

㌔

／
日
を
泌
乳
中
で
あ
る
。
泌

乳
能
力
の
高
さ
に
加
え
繁
殖

性
に
も
優
れ
て
お
り
、
阿
部

牧
場
の
管
理
技
術
の
高
さ
が

窺
え
る
。
今
後
も
産
次
を
重

ね
る
と
と
も
に
好
体
型
を
維

持
し
、
更
な
る
Ｅ
Ｘ
更
新
に

期
待
し
た
い
。
写
真
は
デ
ー

リ
ィ
マ
ン
社
よ
り
提
供
。

　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
で

は
、
昨
年
６
月

日
開
催
の

通
常
総
会
で
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
総
会
後
の
理
事
会
で

前
田
会
長
ほ
か
三
役
等
が
再

選
さ
れ
た
。
理
事
会
は
７
回

開
催
さ
れ
、
特
に
８
月
の
臨

時
理
事
会
で
は
第

回
全
共

の
北
海
道
開
催
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
本
年
２
月
に
は

３
年
ぶ
り
に
東
西
社
員
会
議

を
対
面
式
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
４
年
度
の
会
員
申
込
数
は

全
国
で
９
７
２
４
名
に
な

り
、
初
め
て
１
万
名
を
切
っ

た
。
血
統
登
録
申
込
は

万

６
７
１
８
頭
、
前
年
度
対
比


・
８
％
で
、
飼
料
等
の
価

格
高
騰
や
酪
農
家
の
離
農
急

増
の
影
響
を
受
け
、
特
に
都

府
県
の
血
統
登
録
は
前
年
度

に
比
べ
て
９
％
減
少
し
た
。

体
型
審
査
頭
数
も
全
国
で
２

万
９
３
８
頭
、
前
年
度
対
比


・
１
％
で
、
都
府
県
は


％
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
。
検
定
成
績
証
明
は
７
万

５
０
２
件
で
僅
か
な
減
少
に

留
ま
っ
た
。

　
遺
伝
子
型
証
明
は
血
統
登

録
頭
数
の
減
少
に
伴
っ
て
親

子
判
定
等
が
や
や
減
少
し
た

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
は
前
年
度

に
比
べ
て

％
増
加
し
た
。

ま
た
、
本
年
１
月
か
ら
遺
伝

子
型
検
査
に
よ
る
無
角
の
判

定
を
開
始
し
た
。

　
情
報
提
供
で
は
、
日
本
ホ

ル
協
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
と
、
高
能
力
牛
や

高
得
点
牛
等
を
公
開
し
た
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検

索
で
き
る
近
交
回
避
や
登
録

情
報
活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｉ

Ｕ
Ｓ
）
の
内
容
充
実
を
図
っ

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
申

込
者
に
対
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で

提
供
し
て
い
る
ハ
プ
ロ
タ
イ

プ
情
報
に
無
角
の
情
報
を
追

加
し
た
。

　
調
査
研
究
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ

畜
産
振
興
事
業
に
よ
り
耐
病

性
指
数
の
開
発
と
長
命
連
産

効
果
の
見
直
し
を
行
っ
た
ほ

か
、
後
代
検
定
娘
牛
の
体
型

調
査
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
適
合

性
指
数
開
発
の
た
め
の
体
型

デ
ー
タ
収
集
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
デ
ー

タ
に
よ
る
血
縁
矛
盾
調
査
、

遺
伝
評
価
に
利
用
す
る
体
型

及
び
泌
乳
形
質
の
血
縁
構
築

等
を
行
っ
た
。

　
研
修
会
関
係
で
は
、
地
区

別
登
録
委
員
研
修
会
や
登
録

事
務
担
当
者
会
議
等
を
Ｗ
ｅ

ｂ
で
開
催
し
た
ほ
か
、
県
単

位
の
共
進
会
審
査
や
登
録
・

審
査
講
習
会
の
講
師
を
派
遣

し
、
登
録
推
進
や
牛
の
見
方

の
実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
機
関
誌
と
し
て
「
全
酪

新
報
日
ホ
特
集
号
」
を
年
４

回
発
行
、
登
録
委
員
だ
よ
り

や
自
動
登
録
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
手
帳
の
発

行
、
審
査
成
績
・
検
定
成
績

優
秀
牛
群
ほ
か
各
種
表
彰
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
登
録
事
業
の
実

施
、
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会

館
の
有
効
活
用
と
運
営
に
努

め
た
。

　
左
表
の
令
和
４
年
度
正
味

財
産
増
減
計
算
書
内
訳
表
で

は
、
登
録
事
業
か
ら
な
る
実

施
事
業
会
計
の
経
常
収
益
合

計
は

億
７
６
５
８
万
円

で
、
経
常
費
用
合
計
を
差
し

引
い
た
当
期
経
常
増
減
額
は

８
３
８
２
万
円
の
赤
字
決
算

に
な
っ
た
が
、
そ
の
他
会
計

（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会
館
賃
貸

事
業
）
と
法
人
会
計
を
合
わ

せ
た
当
期
一
般
正
味
財
産
増

減
額
の
総
合
計
で
は
何
と
か

２
１
９
万
円
の
黒
字
決
算
に

な
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
収
支

予
算
書
内
訳
で
は
、
実
施
事

業
会
計
の
正
味
財
産
増
減
額

は
９
１
８
１
万
円
の
赤
字
を

見
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の

赤
字
を
そ
の
他
会
計
で
補
填

し
て
い
く
等
、
引
き
続
き
厳

し
い
財
務
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　
令
和
５
年
度
も
飼
料
価
格

の
高
止
ま
り
等
に
よ
っ
て
酪

農
で
の
生
産
コ
ス
ト
上
昇
と

生
乳
需
給
緩
和
に
伴
う
生
産

抑
制
が
継
続
実
施
さ
れ
、
厳

し
い
酪
農
経
営
と
離
農
が
心

配
さ
れ
る
。
そ
の
影
響
は
登

録
事
業
に
及
ぶ
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
事
業
計
画
で
は
前
年

度
に
引
き
続
き
、
自
動
登
録

の
普
及
拡
大
と
登
録
の
精
度

向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
牛
群

審
査
や
検
定
成
績
証
明
、
Ｓ

Ｎ
Ｐ
検
査
の
普
及
拡
大
を
図

っ
て
い
く
。

　
５
年
度
の
血
統
登
録
計
画

頭
数
は
全
国
で

万
６
１
１

５
頭
、
移
動
証
明
３
９
７
０

件
、
審
査
成
績
証
明
２
万
２

７
９
０
頭
、
検
定
成
績
証
明

７
万
２
４
０
０
件
で
、
そ
れ

ぞ
れ
前
年
度
計
画
頭
数
を
下

回
る
見
込
み
だ
。

　
調
査
研
究
で
は
、
耐
病
性

指
数
普
及
に
必
要
な
疾
病
等

デ
ー
タ
の
継
続
的
利
活
用
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
は
じ
め
、

後
代
検
定
体
型
調
査
の
実

施
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
済
牛
へ
の

体
型
審
査
の
実
施
、
ロ
ボ
ッ

ト
適
合
性
指
数
の
開
発
作

業
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
情
報
提

供
の
充
実
を
図
る
。

　
ま
た
、
本
年

月
に
フ
ラ

ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
世
界
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン

連
盟
の
２
０
２
３
年
世
界
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
会
議
に
出
席
し

て
、
主
要
国
に
お
け
る
最
近

の
登
録
・
改
良
等
の
情
報
収

集
を
行
う
。

　
第

回
全
共
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年

月
に
北
海

道
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
で
の
開
催

に
向
け
て
万
全
の
準
備
を
進

め
て
い
く
。


